
 

 

 

12月 1日は WHO（世界
せ か い

保健
ほ け ん

機関
き か ん

）によって定
さだ

められた「世界エイズデー」。

この時期はレッドリボンを目にする機会
き か い

も多くなりますね。レッドリボン

を身
み

に付
つ

けることは、エイズに関
かん

して偏見
へんけん

を持っていない、エイズと共
とも

に

生
い

きる人々
ひとびと

を差別
さ べ つ

しないというメッセージになります。 

 

  HIVとエイズのちがい 

HIV（エイズのウイルス）は、精液
せいえき

・膣
ちつ

分泌
ぶんぴつ

液
えき

・血液
けつえき

・母乳
ぼにゅう

の中にあります。感染すると体

の「免疫
めんえき

力
りょく

」が徐々
じょじょ

に落
お

ち、健康
けんこう

なら問題
もんだい

ないような病原
びょうげん

菌
きん

による病気を発症
はっしょう

しやすく

なり、その状態
じょうたい

をエイズ（後天性
こうてんせい

免疫
めんえき

不全
ふ ぜ ん

症候群
しょうこうぐん

）と言います。 

放
ほう

っておけば HIV感染者の 50％が 10年、90％が 20年で発症
はっしょう

すると言われています。 

発症して初
はじ

めて気
き

が付
つ

く人
ひと

が多く、その間でもずっと感染力
かんせんりょく

があるのが特徴
とくちょう

です。   

 

性
せい

行為
こ う い

による感染がほとんどです 

日本では性行為での感染が大半
たいはん

をしめるようにな

り、若者
わかもの

の割合
わりあい

が急増
きゅうぞう

しています。「特定
とくてい

のパート

ナーがいるから私は大丈夫
だいじょうぶ

」と考えていませんか? 

図
ず

を見てください。予防
よ ぼ う

のない性行為によって、誰
だれ

でもかかる可能性
かのうせい

のある病気です。 

性行為以外の日常
にちじょう

生活
せいかつ

では感染しません。 

 

自分も相手も大切にすること 

 抗体
こうたい

検査
け ん さ

（血液
けつえき

検査
け ん さ

）を受
う

けることから始
はじ

まります。 

感染しても症 状
しょうじょう

が出ないので、検査しなければわかりません。保健所
ほけんじょ

で無料
むりょう

・匿名
とくめい

で

検査を受けられます。パートナーと一緒
いっしょ

に検査する人も増
ふ

えてきています。 
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1２月１0日は 『世界
せ か い

人権
じんけん

デー』です 

これまで差別的
さべつてき

な扱
あつか

いを体験
たいけん

、又は見聞
み き

きしたことはないでしょうか。 

どんな状況下
じょうきょうか

でも人権
じんけん

侵害
しんがい

はあってはならないものです。 

今、わたしたちにできることを考
かんが

えてみましょう。 

 

性別
せいべつ

を基準
きじゅん

にした言動
げんどう

や行動
こうどう

を相手
あ い て

に求
もと

めていませんか？お互
たが

いに、意思
い し

を持った一人の人間という

意識
い し き

を持ち、尊重
そんちょう

しましょう。 

 

他人
た に ん

からの視線
し せ ん

や評価
ひょうか

ばかりを気にしていませんか？今日から「なんとなく」をやめてみましょう。

「○○だからこれをする（選ぶ）」という意識を持つと、自分の意思を大切
たいせつ

にできるようになります。 

 

 

世界人権宣言の条文を読むことは、人権問題
もんだい

への理解
り か い

を深
ふか

める第一歩
だいいっぽ

です。 

やさしい日本語で読む世界人権宣言（谷川俊太郎/アムネスティ・インターナショナル日本訳） が、 

読みやすいです。 

よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い 

https://www.unic.or.jp/activities/international_observances/75th_humanrights/amnesty/

